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長
谷
川
等
伯
シ
リ
ー
ズ

「
長
谷
川
派
の
絵
師
た
ち
」

八
月
二
十
五
日
（
土
）
〜
九
月
二
十
四
日
（
月
・
振
休
）

◆◆◆◆
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室

長
谷
川
等
伯
（
一
五
三
九
〜
一
六
一
〇
）
は
能
登
国
七

尾
出
身
で
、
桃
山
時
代
に
大
活
躍
し
た
画
人
で
す
。
戦
国

時
代
も
終
わ
り
頃
の
天
文
八
年
に
七
尾
で
生
ま
れ
、
三
十

歳
過
ぎ
ま
で
能
登
周
辺
で
仏
画
や
肖
像
画
な
ど
を
描
い
て

い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
や
が
て
上
洛
し
、
京
都
を
舞
台
に

制
作
活
動
を
続
け
、多
く
の
優
れ
た
作
品
を
描
き
ま
し
た
。

現
在
、
長
谷
川
等
伯
は
桃
山
時
代
の
美
術
を
語
る
上
で
は

欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、長
谷
川
等
伯
の
下
に
は
息
子
や
弟
子
と
い
っ
た
、

多
く
の
門
人
達
が
存
在
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
寺
院

や
大
名
屋
敷
な
ど
を
始
め
と
し
た
大
建
築
の
襖
絵
や
障
壁

画
な
ど
の
制
作
に
は
、
等
伯
を
筆
頭
と
し
た
長
谷
川
派
一

門
が
結
集
し
て
そ
の
任
に
当
た
り
ま
し
た
。
等
伯
の
代
表

作
で
あ
る
『
祥
雲
寺
障
壁
画
』（
国
宝
・
現
　
智
積
院
所

蔵
）
な
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
を
一
門
で
分
担
し
て
制

作
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、「
長
谷
川
派
」
に
は
等
伯

に
継
い
で
優
れ
た
技
量
を
持
っ
た
門
人
達
が
大
勢
活
躍
し

て
い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

毎
年
長
谷
川
等
伯
の
作
品
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
「
長

谷
川
等
伯
シ
リ
ー
ズ
」
で
す
が
、
六
回
目
と
な
る
今
回
は

や
や
趣
き
を
変
更
し
、
こ
の
「
長
谷
川
派
」
に
焦
点
を
当

て
、
息
子
や
弟
子
達
の
作
品
を
中
心
に
計
十
二
点
の
作
品

を
展
観
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
卓
越
し
た
才
能
を
発
揮
し
、
等
伯
の
跡
を

担
っ
た
門
人
達
の
作
品
を
、
是
非
こ
の
機
会
に
多
く
の

方
々
に
ご
鑑
賞
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
等
伯
の
息
子
た
ち
】

等
伯
に
は
久
蔵

き
ゅ
う
ぞ
う

（
一
五
六
八
〜
九
三
）、
宗
宅

そ
う
た
く

（
？
〜

一
六
一
一
）、
宗そ

う

也や

（
一
五
九
〇
〜
一
六
六
七
）、
左さ

近こ
ん

（
一
五
九
三
〜
？
）
の
四
人
の
実
子
が
い
た
と
さ
れ
、
久

蔵
と
宗
宅
は
先
妻
・
妙
浄

み
ょ
う
じ
ょ
う

の
子
で
宗
也
と
左
近
は
後
妻
・

妙
清

み
ょ
う
せ
い

の
子
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
人
の
現
存
作
品
か
ら
は
四
人
と
も
等
伯
の
筆
法
を
継

承
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
性
を
持
ち
合
わ
せ
、
個

性
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。今
回
は
そ
の
四
人
の
実
子
の
内
、

次
男
で
等
伯
の
死
後
「
法
橋
」
に
叙
任
し
、
等
伯
の
後
継

者
と
な
っ
た
宗
宅
と
、
四
男
で
宗
宅
死
後
に
「
自
雪
舟
六

代
」
を
自
称
し
、
等
伯
の
後
継
者
た
ら
ん
と
し
た
左
近
の

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

【
等
伯
の
弟
子
た
ち
】

等
伯
の
弟
子
に
つ
い
て
は
主
殿

し
ゅ
で
ん

・
信
吉

の
ぶ
よ
し

・
等
胤

と
う
い
ん

・
宗
圜

そ
う
え
ん

な
ど
幾
人
か
の
名
前
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
記
録
類
が
少
な
く
各
人
の
詳
細
な
経
歴
等
に
つ
い
て

は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
現
在
、
作
者
は
不
明
で
す
が
、
明
ら
か
に
長
谷

川
派
の
作
風
に
な
る
作
品
が
多
く
伝
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
作
品
に
つ
い
て
は
等
伯
の
弟
子
達
な
ど「
長
谷
川
派
」

の
画
家
が
描
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
弟
子
達
の
制
作
と
さ
れ
て
い
る
「
長
谷

川
派
」
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
等
伯
と
の
関
係
な
ど
は
不
明
で
す
が
、
そ
の
影

響
下
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
能
登
七
尾
周
辺
で
活
躍
し
た

と
さ
れ
て
い
る
長
谷
川
等と
う

誉よ

（
？
〜
一
六
三
六
）
の
作
品

も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

2

「涅槃図」長谷川等誉 筆
山田寺蔵

「秋草図屏風」（部分） 長谷川宗宅筆　南禅寺蔵

平
成
十
三
年
七
月
七
日
（
土
）
〜

九
月
二
十
四
日
（
月
・
振
休
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「達磨図」長谷川左近 筆
個人蔵
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3

★
出
品
予
定
作
品
（
○
…
重
美
　
□
…
県
文
）

□
『
達
　
磨
　
図
』

長
谷
川
信
春(

等
伯)

筆

紙
本
墨
画
　
　
一
　
幅

石
川
・
龍
門
寺
蔵

□
『
愛
宕
権
現
図
』

長
谷
川
信
春(

等
伯)

筆

絹
本
著
色
　
　
一
　
幅

石
川
・
当
館
蔵

○
□

『
祇
園
会
図
』

伝
長
谷
川
久
蔵
筆

紙
本
著
色
　
　
一
　
幅

石
川
県
立
美
術
館
蔵

『
柳
橋
図
屏
風
』

長
谷
川
宗
宅
筆

紙
本
金
地
著
色

六
曲
一
隻

群
馬
県
立
近
代
美
術
館
蔵

『
秋
草
図
屏
風
』

長
谷
川
宗
宅
筆

紙
本
金
地
著
色

六
曲
一
隻

京
都
・
南
禅
寺
蔵

□
『
十
六
羅
漢
図
』

長
谷
川
左
近
筆

紙
本
墨
画
　
　
六
幅(

十
二
幅
内)

石
川
・
大
乗
寺
蔵

『
達
　
磨
　
図
』

長
谷
川
左
近
筆

紙
本
著
色
　
　
一
　
幅

石
川
・
個
人
蔵

『
涅
　
槃
　
図
』

長
谷
川
等
誉
筆

紙
本
著
色
　
　
一
　
幅

石
川
・
山
田
寺
蔵

『
十
六
羅
漢
図
』

長
谷
川
等
誉
筆

紙
本
淡
彩
　
　
二
幅(

四
幅
内)

石
川
・
個
人
蔵

『
竹
虎
図
襖
』

長
谷
川
派
筆

紙
本
金
地
著
色

四
面(

八
面
内)

京
都
・
永
観
堂
禅
林
寺
蔵

『
山
杉
図
屏
風
』

長
谷
川
派
筆

紙
本
金
地
著
色

六
曲
一
双

京
都
・
永
観
堂
禅
林
寺
蔵

『
月
下
松
林
図
屏
風
』

長
谷
川
派
筆

紙
本
墨
画
　
　
六
曲
一
双

東
京
・
個
人
蔵

※
本
展
会
期
中
の
九
月
十
五
日
（
土
・
祝
）、
石
川

県
立
歴
史
博
物
館
副
館
長
・
北
春
千
代
氏
に
よ
る

記
念
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
六

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

最
近
発
見
さ
れ
た
作
品
で
す
。
等
伯
の
代
表
作
『
松
林
図
屏
風
』

（
国
宝
）
と
う
り
二
つ
の
作
風
で
す
が
、
左
隻
に
は
月
が
描
か
れ
て

い
る
点
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
長
谷
川
派
の
い
ず
れ
か
の
絵
師
に
よ

っ
て
描
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
秋
の
所
蔵
品
展
」

―
作
家
た
ち
の
様
々
な
表
現
―

◆◆◆◆
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

石
川
県
ゆ
か
り
の
作
家
作
品
か
ら
、
日
本
画
四
点
・
洋

画
十
三
点
・
工
芸
二
点
の
計
十
九
点
を
紹
介
し
ま
す
。

作
家
た
ち
の
様
々
な
表
現
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

《
出
品
作
家
》

勝
本
冨
士
雄
・
佐
々
波
啓
子
・
白
尾
勇
次
・
田
辺
栄
次

郎
・
寺
井
重
三
・
中
村
静
勇
・
西
房
浩
二
・
八
野
田
博
・

端
名
清
・
前
田
さ
な
み

上
田
珪
草
・
水
道
秋
聖
・
山
本
隆

番
浦
省
吾
・
百
貫
俊
夫

◇
共
通
観
覧
料�

3
5
0
円
�

3
0
0
円
�

一
　
般�

7
0
0
円�

6
0
0
円
�

�

個
　
　
人�

団
　
　
体�

大
高
生�

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。�

※
「
秋
の
所
蔵
品
展
」
と
共
通
料
金
で
す
。�

「
月
下
松
林
図
屏
風
」（
右
隻
・
部
分
）
長
谷
川
派
筆
　
　
個
人
蔵

「セレナーデ（Ⅱ）」
中村静勇
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「
夏
の
優
品
展
」

七
月
七
日
（
土
）
〜
八
月
十
九
日
（
日
）

﹇
第
六
十
回
港
ま
つ
り
協
賛
﹈

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
展展展展
示示示示
室室室室

―
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
―

七
尾
市
名
誉
市
民
で
あ
る
故
池
田
文
夫
氏
が
生
前
収
集

し
た
美
術
品
は
当
館
所
蔵
品
の
中
核
を
成
し
、「
池
田
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
半
は
、
氏
が
岐
阜
県
大
垣
市
に
在

住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
岐
阜
県
に
ゆ
か
り
の
深
い
近
代

日
本
画
や
美
濃
焼
な
ど
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
れ
ら
の
優
品
の
中
か
ら
、
重
要
無
形
文
化
財

保
持
者
（
人
間
国
宝
）
の
作
品

を
含
む
日
本
画
七
点
・
工
芸
十

六
点
・
彫
塑
四
点
を
展
示
・
紹

介
し
ま
す
。

◇◇◇◇
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室

―
そ
れ
ぞ
れ
の
四
季
―

日
本
に
は
「
四
季
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
自
然
か
ら
の

恵
み
が
あ
り
、
豊
か
な
農
作
物
を
育
ん
で
く
れ
る
だ
け
で

な
く
、自
然
を
愛
す
る
心
を
も
我
々
に
与
え
て
く
れ
ま
す
。

本
展
で
は
、
日
々
移
り
変
わ
る
季
節
の
表
情
を
敏
感
に

感
じ
と
り
、
そ
の
一
瞬
一
瞬
を
表
現
し
た
現
代
作
家
の
力

作
十
三
点
を
始
め
、
八
月
一
日
〜
十
日
に
行
わ
れ
る
木
彫

講
座
に
合
わ
せ
て
彫
刻
作
品
も
紹
介
し
ま
す
。

「
モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

ポ
ス
タ
ー
展
」

七
月
二
十
四
日
（
火
）
〜
八
月
十
二
日
（
日
）

◇◇◇◇
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

七
尾
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
モ
ン
ト
レ
ー

市
は
、
同
じ
く
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
、
ス
イ
ス
の

モ
ン
ト
ル
と
並
ん
で
「
世
界
三
大
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
開
催
地
と
し
て
知
ら
れ
る
有
名
な
都
市
で
す
。

当
館
で
は
今
年
も
、
そ
の
モ
ン
ト
レ
ー
市
よ
り
七
尾

市
・
和
倉
温
泉
旅
館
協
同
組
合
に
友
好
の
記
念
と
し
て
贈

ら
れ
た
同
祭
ポ
ス
タ
ー
を
、
和
倉
温
泉
で
七
月
二
十
八
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
る
「
モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
Ｍ
Ｊ
Ｆ
）
ｉ
ｎ
　
能
登
」
に
合
わ
せ
て
展

示
し
ま
す
。
リ
ト
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
色
鮮
や
か
に
表
現
さ

れ
た
貴
重
な
ポ
ス
タ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

観
覧
料
は
「
夏
の
優
品
展
」
と
共
通
料
金
で
す
。

4

◇
観
　
覧
　
料�

2
8
0
円
�

2
2
0
円
�

一
　
般�

3
5
0
円�
2
8
0
円
�

�

個
　
　
人�

団
　
　
体�

大
高
生�

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。�

※
「
モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

　
・
ポ
ス
タ
ー
展
」
と
共
通
料
金
で
す
。�

�

「木彫太公望」平櫛田中

「太平記　大森彦七物語」

「西風の吹く頃」西房浩二

昨年の展覧会風景
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第
六
回
七
尾
日
創
展

七
月
十
二
日
（
木
）
〜
十
五
日
（
日
）

但
し
、
初
日
は
午
後
二
時
か
ら

最
終
日
は
午
後
三
時
ま
で

公
募
に
よ
る
日
本
画
を
中
心
と
し
た
絵
画
作
品
約
六
十

点
を
展
示
し
ま
す
。
若
手
作
家
の
生
き
生
き
と
し
た
作
品

か
ら
、
ベ
テ
ラ
ン
作
家
の
味
わ
い
あ
る
作
品
ま
で
、
個
性

あ
ふ
れ
る
表
現
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

日
創
会
　
代
表
　
丹
羽
俊
夫

共
　
催

北
國
新
聞
社

後
　
援

石
川
県
・
石
川
県
教
育
委
員
会
・
七
尾
市

教
育
委
員
会
・
能
登
島
町
教
育
委
員
会
・

鹿
島
町
教
育
委
員
会
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
放
送

局
・
北
陸
放
送
・
テ
レ
ビ
金
沢
・
ラ
ジ
オ

な
な
お

協
　
賛

金
城
大
学

連
絡
先

三
宅
厚
史

〇
七
六
七
（
七
七
）
一
三
六
八

七
尾
市
文
化
協
会
設
立
十
周
年
記
念
事
業

日
韓
親
善
（
七
尾
市
・
金
泉
市
）

美
術
交
流
展
覧
会

併
催
　
第
六
十
回
港
ま
つ
り
協
賛

第
七
回
七
尾
美
術
作
家
協
会
展

七
月
十
九
日
（
木
）
〜
二
十
二
日
（
日
）

但
し
、
初
日
は
午
前
十
時
か
ら

最
終
日
は
午
後
五
時
ま
で

（
入
館
は
四
時
三
十
分
ま
で
）

二
十
六
年
に
わ
た
り
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
き
た
金

泉
市
か
ら
、
二
十
二
名
の
作
家
を
招
待
し
て
の
三
十
点
の

招
待
作
品
と
、
地
元
七
尾
美
術
作
家
協
会
全
会
員
七
十
二

名
の
作
品
の
計
百
二
点
に
よ
る
日
韓
親
善
美
術
交
流
展
で

す
。
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

七
尾
市
文
化
協
会

共
　
催

七
尾
市
・
七
尾
市
教
育
委
員
会

主
　
管

七
尾
美
術
作
家
協
会

後
　
援

北
國
新
聞
社
・
七
尾
商
工
会
議
所
・
ラ
ジ

オ
な
な
お
・
テ
レ
ビ
金
沢
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ

連
絡
先

七
尾
美
術
作
家
協
会
事
務
局
長
　

木
本
香
泉

〇
七
六
七
（
五
二
）
四
〇
一
一

第
十
一
回
彩
虹
画
展

八
月
十
七
日
（
金
）
〜
十
九
日
（
日
）

但
し
、
最
終
日
は
午
後
四
時
ま
で

能
登
で
活
躍
す
る
洋
画
四
団
体
の
合
同
展
で
、
七
尾
市

の
彩
の
会
・
グ
ル
ー
プ
虹
・
英
の
会
と
志
賀
町
の
画
好
会

を
合
わ
せ
た
会
員
約
五
十
人
が
大
作
か
ら
小
品
ま
で
五
十

〜
六
十
点
の
近
作
を
展
示
発
表
し
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

洋
画
グ
ル
ー
プ
彩
虹
画
会

後
　
援

七
尾
市
教
育
委
員
会
・
七
尾
市
文
化
協
会

北
國
新
聞
社
・
七
尾
美
術
作
家
協
会

連
絡
先

加
地
　
求

〇
七
六
七
（
五
二
）
一
六
一
三

5
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第
二
十
二
回
等
伯
ま
つ
り

八
月
二
十
四
日
（
金
）

開
演
　
午
後
一
時
〜

・
等
伯
顕
彰
セ
レ
モ
ニ
ー
　
午
後
一
時
〜
二
時

・
記
念
講
演
会
『
夢
追
い
び
と
等
伯
』

講
師
　
森
　
英
一
氏
（
金
沢
大
学
教
授
）

午
後
二
時
〜
三
時

入
場
料

無
料

主
　
催

等
伯
会

連
絡
先

七
尾
美
術
館
内
「
等
伯
会
」
事
務
局

〇
七
六
七
（
五
三
）
一
五
〇
〇

メ
ロ
デ
ィ
ー
音
楽
会

九
月
二
日
（
日
）

開
場
　
午
後
一
時
〜

開
演
　
午
後
一
時
三
十
分
〜

松
本
由
美
子
門
下
生
に
よ
る
ピ
ア
ノ
・
エ
レ
ク
ト
ー
ン

の
発
表
会
で
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

松
本
由
美
子

後
　
援

楽
器
セ
ン
タ
ー
金
沢

連
絡
先

松
本
由
美
子

〇
七
六
七
（
五
三
）
七
〇
六
八

ピ
ア
ノ
＆
ド
リ
マ
ト
ー
ン

コ
ン
サ
ー
ト

九
月
十
六
日
（
日
）

開
場
　
午
後
十
二
時
三
十
分
〜

開
演
　
午
後
一
時
〜

二
年
に
一
度
の
割
合
で
発
表
会
を
開
催
し
、
今
回
で
第

四
回
目
を
迎
え
ま
す
。
音
楽
性
の
豊
か
な
生
徒
が
一
人
で

も
多
く
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
発
表
会
を
し

て
い
ま
す
。
全
員
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
ま
す
が
、
ド
リ
マ

ト
ー
ン
の
生
徒
も
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

森
三
重
子
門
下
生

後
　
援

中
島
町
文
化
協
会
・
㈱
カ
ワ
イ
楽
器
製
作
所

連
絡
先

森
三
重
子

〇
七
六
七
（
六
六
）
一
七
三
八

ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

九
月
三
十
日
（
日
）

開
場
　
午
後
一
時
〜

開
演
　
午
後
一
時
三
十
分
〜

保
育
園
児
か
ら
大
人
ま
で
が
出
演
す
る
ピ
ア
ノ
発
表
会

で
す
。
子
ど
も
達
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
講
師
演
奏
も
あ

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プ
ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ

後
　
援

㈱
カ
ワ
イ
楽
器
製
作
所
七
尾
店

連
絡
先

井
藤
真
理

〇
七
六
七
（
五
八
）
一
三
五
五

6

●

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
当
館
主
催
の
催
し
●

◆
映
画
上
映
会
﹇
入
場
無
料
﹈

毎
月
第
二
・
四
土
曜
日

午
後
二
時
〜

・
七
月
十
四
日
・
二
十
八
日
、
八
月
十
一
日

「
炎
よ
創
れ
」（
三
十
四
分
）

・
八
月
二
十
五
日
、
九
月
八
日
・
二
十
二
日

「
日
本
の
絵
画
の
よ
さ
」（
二
十
分
）

◆
「
長
谷
川
等
伯
展
」
記
念
講
演
会

九
月
十
五
日
（
土
・
祝
）

午
後
二
時
〜

演
　
題

「
長
谷
川
派
の
絵
師
た
ち
（
仮
称
）」

講
　
師

北
　
春
千
代
氏

（
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
副
館
長
）

場
　
所

当
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

※
聴
講
無
料
（
展
覧
会
は
観
覧
料
が
必
要
で
す
）

長
谷
川
等
伯
の
息
子
や
弟
子
な
ど
「
長
谷
川
派
」

の
画
家
や
そ
の
作
品
に
つ
い
て
、
石
川
県
立
歴
史
博

物
館
副
館
長
で
長
谷
川
等
伯
の
研
究
者
で
も
あ
る
北

春
千
代
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
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●  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告  

●�

四
月
二
十
日
か
ら
六
月
三
日
ま
で
四
十
五
日
間
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
ピ
カ
ソ
・
陶
芸
の
世
界
」
展
で

は
、
な
ん
と
約
八
千
人
も
の
入
館
者
数
を
記
録
し
、
観

覧
券
や
目
録
チ
ラ
シ
を
増
刷
す
る
ほ
ど
好
評
を
博
し
、

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
当
然
「
ピ
カ
ソ
」
自
身
の
知

名
度
や
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
ピ
カ
ソ
の
陶
芸
作

品
を
中
心
と
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
第
三
展

示
室
内
に
設
け
ま
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
そ
の
要
因

の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
力

を
入
れ
、「
み
る
」
だ
け
で
な
く
「
つ
く
る
」
楽
し
み

も
体
験
で
き
る
美
術
館
を
目
指
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
は
展
示
室
内
で
実
際
に
ピ
カ
ソ
の
作
品
を
見
な
が

ら
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
こ
と
が
で
き

る
、
紙
皿
ス
ケ
ッ
チ
コ
ー
ナ
ー
「
ぼ
く
も
わ
た
し
も
ピ

カ
ソ
だ
よ
！
」
を
設
け
ま
し
た
。

紙
皿
に
ペ
ン
や
色
鉛
筆
を
使
っ
て
絵
を
描
く
と
い

う
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

実
際
に
展
覧
会
が
始
ま
っ
て
み
る
と
、
予
想
以
上
に
大

人
気
で
、
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
意
外
に
も
大

人
の
方
が
夢
中
に
な
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た

（
笑
）。

さ
ら
に
、
お
客
様
が
描
い
た
紙
皿
を
美
術
館
内
に
展

示
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
お
客
様
に
「
み
る
」

立
場
か
ら
、
自
分
の
作
品
を
「
み
て
も
ら
う
」
立
場
も

体
験
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ち

な
み
に
使
用
さ
れ
た
紙
皿
は
約
二
六
〇
〇
枚
！
そ
の
う

ち
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
紙
皿
は
一
八
〇
五
枚
で
し

た
。次

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
「
夏
の
優
品
展
」
会
期
中

に
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
下
記
の
「
夏
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

夏
の
子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

木
彫
講
座
「
子
ど
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
誕
生
！
」

こ
の
夏
七
尾
美
術
館
で
は
、
美
術
鑑
賞
だ
け
で

な
く
創
作
活
動
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
ふ
れ
あ
い

空
間
の
場
と
し
て
、
七
尾
市
在
住
作
家
と
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
共
同
制
作
を
行
い
ま
す
。

◆
指
　
導

工
芸
家
　
滝
川
千
春
　
氏

◆
日
　
時

八
月
一
日
（
水
）
〜
八
月
十
日
（
金
）

各
日
午
前
九
時
〜
十
一
時
三
十
分

◆
会
　
場

石
川
県
七
尾
美
術
館

芸
術
と
や
す
ら
ぎ
の
広
場
（
屋
外
）

◆
参
加
費

無
料

（
材
料
等
、
美
術
館
で
準
備
い
た
し
ま
す
。）

◆
対
　
象

小
学
校
四
・
五
・
六
年
生
、
中
学
生

※
土
・
日
以
外
、
連
日
参
加
で
き
る
方

（
土
・
日
は
自
由
参
加
。
八
月
六
日

（
月
）
は
休
館
日
の
た
め
お
休
み
で
す
。）

◆
定
　
員

二
十
五
名

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◇
日
展
作
家
と
直
に
接
す
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

石
川
県
七
尾
美
術
館
　

夏
の
子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
係

〇
七
六
七
（
五
三
）
一
五
〇
〇

紙
皿
ス
ケ
ッ
チ
コ
ー
ナ
ー

「
ぼ
く
も
わ
た
し
も
ピ
カ
ソ
だ
よ
！
」
制
作
風
景
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◆第１・２・３展示室

「2001 イタリア・ボローニャ国際絵本原画展｣

会期中無休

本展は毎年イタリアの古都ボローニャで開催されている世界規模の国際絵本原画コンクール入選作品によ
るもので、世界各国を巡回している展覧会です。
今年は日本人14名を含むフィクション部門の入賞者92名の作品458点と特別展示10点、及びノンフィクシ

ョン部門で入賞した日本人２名の作品10点を展示します。
毎年審査員が変わるため、昨年のとはちょっと違ったタイプの作品も多く、子どもから大人まで充分お楽
しみいただけます。
また毎年恒例となりました子どもワークショップ「かんたん絵本をつくろうよ！」や「子ども映画上映会」
なども開催します！お楽しみに！！

9月29日（土）～10月28日（日）

◆第１・２展示室
－加賀藩の御抱絵師－

「佐々木泉景・泉玄・泉龍展」

佐々木泉景は、安永２年（1773）大聖寺に生まれ、江戸後期から末期にかけて活躍した狩野派の画家で、
加賀藩の御抱絵師として多くの仕事を手掛けました。
また、多くの門人を輩出し、息子たちも加賀藩の御用をつとめるなど、加賀百万石御用絵師の中でも欠か
せない存在といえます。
本展では、泉景と長男の泉玄、次男の泉龍の屏風や軸など約15点を紹介いたします。

11月9日（金）～12月24日（月）

交通案内
車…………金沢より能登有料道路

利用約１時間30分

タクシー…JR七尾駅より約５分

徒歩………JR七尾駅より約20分

市内循環バス…JR七尾駅より西回りに
（まりん号） 乗車約６分

休館日のお知らせ
（7月～9月）

◆7月　2～6、9、16、23、30

◆8月　6、13、20～24

◆9月　25～28

〒926-0855 石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500／FAX(0767)53-6262
http://www.city.nanao.ishikawa.jp/nanabi

石川県七尾美術館だより 第26号（夏号）

◎次号・第27号（秋号）は10月１日発行予定です。

第26号  01.7.2 2:07 PM  ページ 8


